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23‘視覚と体性感覚槽報との不…致の入力が自己謹動錯覚
の効楽に影響する
。金子文成¥速1.1< j裳也之、青山敏之久本縁組i専')
( 1札幌~科大学理学議法学科; I宅業技争!:i総合探究所、
2筑波大学大学能人間総合科学、 3札続i蕊科大学大学
院保健E療学)
{背景]:J是々 は，激越1E訴による自己運動鈴!訟の誘j訟に並
行して，変b持iで~示した逆襲úにかかわる筋から記録される
運動誘発言答位 (MEP)が増大することを報告した号この
ことは，動磁築示による自己漆動錯覚を誘起することが，
j選議出力系の駆動に寄与することを示唆するものであり，
将来中絃性運動機能捧饗への治療的介入としての応用が期
待されるものである怨{怠的}本研究は， Jw泌笈1Gによる
自己連動銭党を誘起する場合に，後党i議事fiと体性感覚情報
とが一致することの重要性とその機序を明らか;こすること
を目的とした。{方法}対象は健撲な:労後9名としたり iWJ定
数伎は鍛腕をテh ・ブルの上に載せた安楽な精子総伎とし，
手関n[Jの静止路あるいは動建立が挟されたコンピュータ}ス
クリーンを被数者のず・関節上に誌と援した。実験1では， r.l 
G身体と動指中の身体との空間的ずれがMEPに及ぼす影
響を検討するために， 3つの条件を設定したむ Tf・0節の静
止欝を笠示する条件(安静条件)，手関節感[1の動顕を笠
不し，自己運動銭党を誘起する条1*(鈴覚条件入手都の
空路約殺置よりも5cnd室{立に動錨を建示する条件〈不一致
条件}である。また，実験2では，不一致条件と問，擦の状
況下で動簡を笠訴するものの，動閥単7~Ft:ltこは自己身体と
動頭中の予言5のずれ古I'tJij紛れこ入力されない条件を設定し
た。実験2の条件iえ安静条件，不一致条件， 5cm遠設に
議/)誼iを・5芝示する会場t野を制限する条件{視野制緩条件)の
3種類であったむ務?誌箆!の記録には表il瓶詰極を使用し，
尺積j手繰弱筋および鏡鰯王手線神主主上にP.Mすした会緩綴議磁
気刺激は科激強度を安静持関穣の1.051き， 1.151きとた():f率
的とした筋から MEPを詑認するためのホットスポットを
li否定した後に，試験刺激を行った。また，錯覚条件，不一
致条件，視野義IJ恕条件における被験者のn覚的なl;jC:';.i筆致
錯覚の，程度はt Visual Analog ScalぞくVAS)を鰐いて聴
取したや統計学的分析として，…?と喜ef差分散分析を笑絡し，
さらに体議比較を行なっ e式:0[結果}尖験iでは，刺激強j支
1.151告において錯覚条件が安静条約二によとベ宥窓にMEPが
潟かったQ 実験2では，刺激強度1.15傍において後聖子告別浪
粂{キが安静条件によヒベ有窓にMEPがおかった。また，
VAS は錯覚条件において6.6土2.3，有不之
2.5丸， 視壁野予希制lj段条{件キ;にこて4ι.9土a.3でで鼻あ母札，有宥慈窓;緩がなかつ
た {結議論詰}乃不ミ一.致粂f件午と説野昔お斜詩封j践条{件守において， いずれの
場合でも被験者は援訴された勤務中の手部と自己身体の位
穏にずれがあることを知っていたo しかし，視野総絞条件
では錯覚条件と問機にた1EPの促進効果があうたことから，
動磁と自己身体とのずれによる沼EP促進効梁の滅弱は，
ずれを知っていることではなく，ずれを見ることで生じる
ことが明らかになった。
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